
内藤タネヨ様のうた

仏(おや)のおじひにあた丶められて 寒

い夜そらにかんごする さびしへにか

いほうすれば 仏やぼさつがおつきあい

（これは十二月末一月二月に沢田トク

さんをかんごするときの事です）

このうたの書かれたメモ帳には「昭和三

十九年一月一日 七十才」とあります。

念仏申しながら病人をみるタネヨ様の姿

が心に浮かびます。『現世利益和讃 五首

目』南無阿弥陀仏をとのうれば 梵王帝釈
ぼんのうたいしゃく

帰敬す 諸天善神ことごとく よるひるつ
ききょう しょてんぜんじん

ねにまもるなり。寒い夜、病人をみながら

も「仏、菩薩に見守られているのは私で

あった」と仏のお慈悲を喜ばれたのです。

住 巣ごもりというこ

とで喰っちゃ寝です。

調理場にいるとマスクをしていてもうるさ

いのがいますので部屋にこもりっきり。

住職です、住職です、住職です、坊 先日、

保育園園舎を消毒してもらいました。清掃

会社勤務のご門徒さんに頼んでしてもらい

ました。とても助か

りました。有り難う

ございました。謝々。

お寺-匿名様。
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日曜礼拝につき下記の月参りを変更す
にちようらいはい か き つきまい へんこう

ることがあります。日曜礼拝は毎週
にちようらいはい まいしゅう

日曜朝８時半～。どなたでもどうぞ。
にちようあさ じ はん

２ ／ ６、１３、２０、２７
３ ／ ６、１３、２０、２７

悩みのち晴れの

2022(令和4)年 2月

第５４５号
仏旗(ぶっき)…
仏教徒の旗印。
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月 日 曜 時 間 行 事 講 師

２ ２月は行事がありません

３ １３ 土 朝９時半 保育園卒園式 住職

８ 金 朝９時半 保育園入園式

４ ９ 土 １２時 新旧役員交代会

３０ 土 夕方４時 竹の子聴聞 お経のコンサート 住職とその他大勢

住職と坊守
じゅうしょく ぼうもり

御報謝御礼
ごほうしゃおんれい

仏教壮年会からお知らせ

令和4年度仏壮スローガン募集中。どなた
でもご応募できます。選ばれたら景品があ
ります。ご応募は地区の仏壮かお寺まで。
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ボーイスカウトの報恩講 12/29

▲「巣ごもりです
が、マスクして
月餅を作ってみ
ましたよ」(坊守)
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教化団体による大掃除 12/29

行事を変更または中止をする場合は
寺報やポスター等でお知らせします。

皆さんによる内陣の仏具のお磨き
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浄宗寺だより
じ ょ う し ゅ う じ


